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　　　This　paper　attempts　to　clarify　the　structure　of　the　field　of　information　retrieval．　Co－

citation　maps　and　citation　diagrams　are　used　to　identify　specialties　and　to　trace　the　deve－

lopment　of　research　on　information　retrieval．　ln　the　first－phase　co－citation　map，　following

specialties　are　identified：　1）　information　retrieval　theories，　2）　programming　and　algorithms，

3）　fulltext　databases　and　online　database　retrieval，　4）　user　modeling　in　the　context　of　infor－

mation　retrieval，　5）　various　data　structures　for　information　retrieval　systems．　The　deve－

lopments　of　research　in　each　specialties　are　depicted　using　citation　diagrams．　To　conduct

further　analysis，　the　second－phase　co－citation　maps，　i．e．　co－citation　maps　for　another　ag－

gregate　co－citation　data，　consists　of　the　documents　which　highly　cocited　with　those　are　in

the　each　specialties　of　the　first－phase　co－citation　map．　We　also　identifies　the　basic　litera－

ture　of　each　specialties．　We　discussed　the　validity　of　multi－phased　co－citation　maps　and

combination　with　citation　diagrams　as　methods　to　clarify　the　structure　of　disciplines．

1．はじめに

II．方法

　　A．共引用マップと文献間引用

　　B．調査手順

神門典子，野末道子，榛田倫子，谷津真理子：慶鷹義塾大学大学院文学研究科図書館・情報学専攻，東京都港区三
田2－15－45．

Noriko　Kando；　Michiko　Nozue；　Tomoko　Harita；　Mariko　Yatsu：　Graduate　School　of　Library　and　lnfor－

mation　Science，　Keio　University，　2－15一一45，　Mita，　Minato－ku，　Tokyo．

村上匡人：慶慮義塾大学文学部図書館・情報学科，東京都港区三田2－15－45．

Tadato　Murakami：　School　of　Library　and　lnformation　Science，　Keio　University，　2－1545，　Mita，　Minato－

ku，　Tokyo．

上田修一：慶磨義塾大学文学部図書館・情報学科教…授，東京都港区三田2－15－45．

Shuichi　Ueda：　Professor，　School　of　Library　and　lnformation　Science，　Keio　University，　2－15－45，　Mita，

Minato－ku，　Tokyo．

1992年2月13日受付

一　39　一



情報検索分野の構造：引用調査による下位領域と発展過程の分析

III．情報検索領域の構造

　　A．共引用マップ

　　B．基礎文献間の引用関係
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V．おわりに

1．はじ，めに

　情報検索は，図書館・情報学の主要な研究領域の一つ

であり，情報処理の分野でも研究発表が行われている。

図書館・情報学の中では，情報検索は一定数の専門研究

者が存在し，論文数が多く，研究成果の積み重ねの努力

がなされている数少ない領域である。

　周知のように研究領域としての情報検索は1950年代

に誕生したが，初期の短い間に情報検索を構成する基本

的な概念は形成されている。すなわち，再現率や精度な

どの評価基準が確立し，事後結合索引法，抽出索引法，

プール演算子，転置ファイル方式などが考え出されてい

る。その後に，情報検索は二つの道をたどった。

　一つの方向はその実用化であり，1960年代における

オンライン情報検索システムの開発とデータベースの形

成，そして1970年代初頭のこれらを組み合わせた商用

データベース検索サービスの出現へと続く。これは，基

本的に上述の事後結合索引法，抽出索引法，プール演算

子，転置ファイル方式を用いたものである。たとえば，

「現在JICSTやDIALOGなどの商用のオンライン検

索サービスで使用されている各種の近接演算子はAND

演算子の拡張に過ぎず，1950年代の検索技法とは基本

的に差異はない」1）という評価があるように，現在の商

用データベースサービスは索引と検索の面からみれぽ，

かなり古い技術を使っている。

　商用データベースサービスで使われている各種の手法

は，データベースの量的増大，すなわち大規模化という

問題に直面したが，コンピュータ本体の高速化とファイ

ルの大容量化，価格低下によって凌ぐことができてい

る。数百万件を収録する大規模データベースは，小規模

なデータベースとは性質として異なる問題を持っている

が，少なくとも現在まではこれは顕在化していない。ま

た，オンライン環境下における対話による探索方式は，

検索手法の弱点をカバーしつつ，利用者の探索行動に関

する新しい研究領域を生むことになった。さらに，商用

データベースサービスの利用者層の拡大は，情報検索研

究の意義を一般に認知させるのに役立っているという側

面もある。今日，多数の検索技術に関する教科書が刊行

されているが，これらは商用データベースサービスで使

われている検索手法の解説であって，後述する現在の検

索手法の理論的な研究には言及しないのが常である。

　情報検索がたどったもう一つの道は，検索手法の理論

的，実験的な研究である。ここでは，データベースの大

規模化には背を向けて，もっぱら小規模なデータによっ

て検索実験を行い，新しい検索理論や検索手法の確立を

目指してきた。これらの研究は主としてInformatioiz

・Processing　and　Management誌やIOttrnal　of　the

Anzerican　Society　for　lnformation　Science誌に発表

され，G．　Saltonら2）やC．　J．　Van　Rijsbergen3），最近

ではD．Ellis4）の教科書が書かれている。検索手法につ

いての文献レビューの中でN．J．　Belkinら5）が整理して

いるように，確率型，ベクトル空間型をはじめとして，

多くの検索モデルが開発されてきた。さらに，ファジィ，

エキスパート・システムあるいはニューロ・ネットワー

クなどの流行現象のいち早い取り込みもなされてきた。

しかし，D．　C．　Blair6）が指摘しているように，検索効率

の絶対的な評価基準がないために，多様な検索理論が並

列的に存在し，検索理論の研究は拡散しつつある。

　このように情報検索の領域は大きく二つに分かれ，実

用化したオンラインデータベース検索においては，従来

の手法では全文データベースの検索や大規模データベー

スにおける出力過多（output　overload）に対処できない

という問題を抱えている。もう一・方の検索手法研究にお

いては，多様な検索理論が存在するために全体像が捉え

にくくなりつつある。また，この領域は教科書やレビュ

ーが多くはなく，研究に新規参入するのが困難になって

いる。

　どのような研究領域でも同様であるが，情報検索の研
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究を行う際にも，研究の現状を明らかにし，必ず参照す

べき基礎的な文献や情報検索分野の発展過程を示すこと

が必要である。

　そこで，最近2年間の情報検索に関する文献の引用と

共引用とを調査することによって，情報検索分野の下位

領域を明らかにするとともに，基礎的な文献を同定し，

情報検索に関する主要な研究の流れとその発展過程とを

明らかにすることを試みた。

II．方 法

A．共引用マップと文献間引用

　研究文献をもとに現在の情報検索研究を構成する研究

領域や検索理論を示すには，情報検索分野に属する文献

を同定し，その中で互いに類似する文献をグループ化す

ることが必要となる。類似する文献をグループ化する手

法としては，付与されたディスクリプタの共出現，ある

いは標題や抄録中に出現する語によるクラスタ化など様

々な方法がある。最近，岸田和明と池谷のぞみら7）は，

共引用を用いる方法が，他の手法よりも妥当な結果を導

き出すことを明らかにしている。

　共引用とは，二つり文献が同一の文献に引用されてい

る状態を示す。この共引用によって文献間の類似性を測

定する手法は広く使われてきた。共引用の強さは二つの

文献を同時に引用している文献の数によって測定され

る。すなわち，AとBという二つの論文を引用している

論文の数が多ければ，AとBの類似性は高いと判断す

る。この数値は「共引用強度」と呼ばれる。共引用強度

に基づいて各文献を二次元以上の空間に配置して「共引

用によるマップ」を作る方法は，Smal18）によって開発

され，共引用マップは文献群あるいは専門領域の構造を

表現するために利用されてきた。

　一・般に単純な引用関係が文献間の類似性を表現すると

は言い切れない。ある文献とその文献が引用している文

献との関係は様々であって，主題が類似しているという

保証はない。しかしながら，共引用強度のように引用関

係を累積した場合，一定の操作を加えて，引用関係の持

っている主題に関係する要素が引き出されることが期待

できる。共引用をはじめとする引用に基づく諸尺度は，

広く利用されているにもかかわらず，その妥当性の検証

は十分に行われてきたとは言えない。前述の岸田ら7）は，

共引用と他の尺度とを比較することによって，文献間の

類似性を示す尺度としての共引用の相対的な優位を示し

ている。

　彼らは，情報学分野の文献を対象として，現在の情報

検索システムで使われているディスクリプタあるいは語

の共出現に基づく文献間の類似度と，共引用に基づく類

似度との比較を行っている。ただし，この場合には別個

に「文献間の類似性」を判断する基準が必要である。こ

れについては，文献の主題を構成する研究目的，研究対

象，方法などの要素や属性のカテゴリーを「認知的属性」

とし，個々の文献に「属性値」を与え，個々の類似性を

示す尺度がこれらの認知的属性を一致させる程度によっ

て，妥当性を評価している。

　具体的には，情報学分野の主要雑誌4誌の1987年か

ら1989年の掲載論文454件の引用文献を抽出し，ここ

から一定回数以上引用された53文献を選定した。これ

らの文献群を対象として，共引用，標題と抄録中の語の

共出現，付与されているディスクリプタの共出現を別個

に算出し，多次元尺度構成法によるマッピングと階層的

クラスタ分析によるクラスタ化を行い，これらを比較し

た。この結果，共引用マップは，対象文献群を「ビブリ

オメトリクスの法則」，「情報検索」，「科学計量学」の三

つのグループに分離させることに成功した。さらに認知

的属性を用いた分析でも，共引用によるクラスタによっ

て示された文献の類似性は，付与されたディスクリプタ

や文献中に出現する語のように直接に概念を扱っていな

いにもかかわらず，研究対象などの認知的属性をよく反

映していることが明らかとなった。そして，ここで用い

られた共引用は，文献の間の類似性を示す尺度として妥

当性が高いと結論づけている。

　このような成果に基づき，以下の分析では共引用マッ

プによって文献のグループ化を行い，情報検索分野を構

成している下位領域に関してより細かな分析を試みた

い。また，ここでは情報検索領域の時系列的変化も検討

するので，共引用分析に加えて文献間の直接の引用関係

も調査する。

：B．調査手順

　具体的な調査手順は以下の通りである（第1図参照）。

（1）　情報検索に関する文献の検索

　最初に1989年と1990年の2年間に公表された情報

検索に関する文献を検索した。これらの文献が引用して

いる文献が分析対象となるのであるが，最近の情報検索

研究の動向を反映させ，また被引用文献を入手する作業

上の制約のために最近の2年間を対象とした。情報検索

に関する文献を収録しているデータベースとして，
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11VSPEC，　ERIC，　LISAの3種類を選定した。

　この最初の段階の検索によって，これ以後の段階の主

題範囲が決まることになる。そのため，情報検索領域を

情報検索に関する文献の検索

引用文献の入手

対象文献の選定

共引用マップ作成

（共引用マップの解釈）

データベースの選定

ディスクリプタの選定

文献検索

検索結果中の重複文献削除

Social　SciSearch　と

SciSearchの検索

被引用回数の計数

　被引用文献の記述の統一

対象文献（被引用回数6回

　以上）の選定

共引用数の計数

類似度の算出

類似度行列の作成

多次元尺度構成法による

　マップの作成

直接的な引用関係の調査 被引用文献データの入手

引用関係図の作成

第1図　調査手順

示すディスクリプタの選定には注意を払った。各データ

ベースのディスクリプタの種類や関係について，シソー

ラス（11VSPECとERIC）と分類表（LISA）によって検

討し，予備検索を繰り返して，第1表に示すような検索

語群を選んだ。しかし，これらの検索語によって検索さ

れる文献群中には，情報検索研究とは関係が薄いCD・

ROMやオンラインデータベースの利用方法，ユーザイ

ンタフェイス等のアプリケーションに関する文献も多く

含まれることが想定されたが，次の理由からこれらの文

献も含めて検索を行った。

（1］）

＠

＠

これらのアプリケーションに関する文献のみを適正

に除外することは困難である。

検索式の中でのrNOT」の多用は検索もれの危険を

局める。

アプリケーションに関する文献は一般に引用文献数

が少なく，共引用による分析結果に大きな影響がな

いと考えられる。

　実際の検索は，DIALOGを用いた。　DIALOGを使用

したのは，「OneSearch」という複数データベースの検

索結果から重複する文献を除去する機能があるためで，

これを用いて検索結果から重複文献を取り除いた。これ

らの3つのデータベースにおける検索文献数は第2表に

第1表各データベースで用いた検索語

ERIC（CIJE，メジャーディス
　　　クリプタのみに限定）

INFORMATION　RETRIEVAL
ONLINE　SEARCHING
SEARCH　STRATEGIES
SELECTIVE　DISSEMINATION
　OF　INFORMATION
RELEVANCE　（INFORMATION
　RETRIEVAL）

DATABASES
BIBLIOGRAPHIC　DATABASES
FULL　TEXT　DATABASES
NUMERIC　DATABASES
INDEXING
AUTOMATIC　INDEXING
INFORMATION　STORAGE

INSPEC

INFORMATION　RETRIEVAL
BIBLIOGRAPHIC　SYSTEMS
INDEXING
INFORMATION　STORAGE

LISA

　v？

　Z？

　（？はトランケーション）

コードに対応するおおよその主題

　V：　SUBJECT　INDEXING

z：

Vc：

zj：

Zk：

Zm：

ZmR：

zm　v：

Zp：

CONTROLLED　TERM

COMPUTERIZED　SUBJECT
INDEXING
COMPUTERIZED　INFOR－
MATION　RETRIEVAL
SEARCHING
ONLINE　INFORMATION
RETRIEVAL
DATABASES
FULLTEXT
SEARCH　KEYS
SEARCHING
AUTOMATIC　INDEXING

一一
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第2表ERIC，　INSPEC，　LISAにおける検索文献数と

　　　重複除去後の文献数

文献数

検索文献数（3データベースの合計）

OneSearchのRDコマンドによる
重複除去後の文献凡

手作業による除去後の文献数

　　　　　重複文献　　　　　66
　の除
　内応　会議録中のもの　　266
　訳分　　　　　特集のタイトル　　　4

（件）

3，339

2，652

2，316

示した。なお，Miller9）が報告しているように，書誌事

項の記述のしかたによって，One　Searchでは重複が除

去できない場合もあるので，手作業によって重ねて確認

をし，重複を削除した。

（2）　被引用文献の検索

　上記で検索した文献が引用している文献は，Social

SciSearchとSciSearchのデータベースから得ること

ができる。そこでNACSIS－IRにおいて，これら二つの

データベースを用いて論文の書誌事項から検索を行っ

た。（1）で得た検索結果のうち，Social　SciSearchある

いはSciSearchに収録されていた文献数は833件であ

った。また，これらの833件の文献が引用している文献

数は総計11，033件であり，1文献あたり平均で13．2件

引用していた。この11，033件の文献を被引用文献群と

する。

（3）　対象文献群の選定

　分析の対象とする文献群は，情報検索に関する文献か

ら高い頻度で引用されている文献とし，それを抽出する

ために，（2）で得た被引用文献が（1）で得た文献から引

用された回数を計数した。

　なお，被引用文献の被引用回数を計数する際に大きな

技術的な障害となるのは，Social　SciSearchやSci・

Searchでは被引用文献の記述が一一書していないという

問題である。（2）で得た被引用文献群では，同一文献が

異なる形で記述されている例は極めて多い。これらの被

引用文献の同定は，人手によるしかないが，被引用文献

数が大量であるため，同定作業を支援するシステムを作

った。これを用いて，記述に不統一や誤りがあるレコー

ドを検出し，490件を他の被引用文献と同一・のものと認

定してその記述を統一した。最終的に，被引用文献

11，033件中の異なり文献数は9，178件となった。したが

って，11，033件の被引用文献群において，2回忌以降と

して出現した被引用文献は合わせて1，855件であり，そ

のうち490件，すなわち26．4％は記述の統一作業をし

なければ異なる文献として扱われてしまうものであっ

た。

　記述を統一した被引用文献ごとに被引用回数を算出し

た。被引用文献の出現頻度分布を第3表に示した。今回

は，対象とする文献群として被引用回数が6回以上であ

る49件を選んだ。これらの書誌事項と内容の概要とを

第4表に示した。

（4）共引用マヅプの作成

　前述の岸田ら7）の方法に従い，下記の式によって各文

献の類似度を求めた。この類似度は，共引用強度をそれ

ぞれの被引用回数によって正規化しているので，共引用

強度に対する文献の被引用回数の大きさの影響を除去す

ることができる。

　　文献AとBの類似度

　　　　　　　　AとBが共引用された回数
　　　　一～／Aの被訂用回数xBの被引用回数

　類似度を各文献の組ごとに算出し，類似度行列を作成

し，多次元尺度構成法の中のKruskalの方法によって

共引用マップを作成した。作業には慶鷹義塾大学三田計

算センターのFACOM　M760上の統計パッケーージ

SPSS－Xを用いた。

（5）　直接的な引用による分析

　共引用マヅプに示された各文献間の関係を時系列的に

みるために，各文献が引用している文献を調べ，文献相

互の関係を時間軸上に配置した引用関係図を作成した。

第3表被引用回数別にみた被引用文献数

三
二引用回数 1回　　2回　　3回　　4回　　5回　　6回　　7回　8回以上

異なり　　延　べ

被引用文班田（件）　8，135　683　　208 70 32 18 11 21 9，178　11，033
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第4表対象文献（情報検索分野。49件，グルーフ．別）

コード 1　　　書誌事項 内　　　　容
　　　脚P被引用回　数　　　圏

BK83 Bookstein，　A．　Information・retrieval：Asequentia1 決定理論を用いた確率型検索手法にしレバンスフィード 8
1eaming・pr㏄ess．　JASIS．34（5）：331－342（1983） バックを組み込むためのモデルを提示している。紳

BK85 Bookstein，　A．　Probability　and　fuzzy－set　applications 確率型検索とファジィ理論を応用した検索についての理 9
to　infomation　retrieva1．　ARIST．20：117－151 論，手法，研究結果および最新動向などをレビューして
（1985） いる。＊＊

LO Lovins，　B．　J．　Development　of　a　stemming　algorithm． 語幹処理のアルゴリズムを開発して，提示している。 6
Mechanical　Translation　and　Computational　Linguis・
狽奄モ刀D　11：　22－31　（1968）

MA Maron，　M．　E．　et　a1．　On　relevance，　probabilistic レレバンスを確率を用いて統計的に表現する事を提唱し 6
indexing　and　information　retrieva1．　JACM．7：216一 ている初期の文献。
244（1960）

検
RO76 Robertson，　S．　E．　et　a1．　Relevance　weighting　of 確率型検索の初期の論文。適合文献の情報に基づき，重 14

search　terms．　JASIS．27（3）：129－146（1976）
1

RO77 Robertson，　S。　E．　Probability　ranking　principle　in 確率型検索に対するCooperが提起した疑義に答える形 6
IIR．　J　DOC．33（4）：294－304（1977） で書かれた，確率型検索に関するレビュー。

索
SA71 Salton，　G．　Tlle　SMART　retrieval　system：experi・ 自動検索システムであるSMARTを様々な側面から論 11

ments　in　automatic　document　processing．　Prentice・ じている。特に検索の評価，言語の分析，クラスター化
Hall　Inc．，　New　Jersey，1971，556　p． による検索，レレバンスフィードバックなどが重点的に

扱われている。＊＊

理 SA75a Salton，　G．　et　a1．　A　vector・space　model　for　automatic ベクトル空間型検索モデルについての主要なアイディア 6
indexing，　CACM．18（11）：613－620（1975） を論じた初期の論文。＊＊

SA75b Salton，　G．　et　a1．　Theory　of　term　importance　in
≠浮狽盾高≠狽奄メ@text　analysis．　JASIS．26（1）：33－44（1975）

識別値を用いた自動索引法を論じている。語の出現頻度に基づくベクトル空間型検索についての初期の論文。＊＊
1　6

論
SA83a Salton，　G．　et　a1．　Extended　boolean　informatio11・re・

狽窒奄?ｖａ１．　CACM．26（11）：1022－1036（1983）

文献と検索質問に重みづけを行い，従来のプール検索にベクトル空間型検索を導入して拡張する試み。ファジィ
8

理論に言及している。＊＊

SA88 Salton　G．　et　al．　Paralell　text　search　methods． 並列処理による高速テキスト検索。ブールテキスト検 7
CACM．31（2）：202－215（1988） 索，ベクトル空間型，SMARTなどをシリアルに用い

た方法と比べて大きな効率の改善はみられなかった。

SP Sparck・Jolles，　K。　Astatistical　interpretation　of 各語が出現する文献の数によって語の重みづけを行う手 9
term　speci而city　and　its　apPlication　in　retrieval． 法を提唱している。Saltonのベクトル空間型検索に大
JDOC．28（1）：11－21（1972） きな影響を与えた。＊＊

ST Stanfi11，　C．　et　a1．　Paralell　free・text　search　on　the 大規模データベース，特に全文データベースにおいて， 10
connection　machine　system．　CACM．29（12）：1229一 並列処理システムにおいて高速テキスト検索を行なう手
1239（1986） 法を提示している。

VR77 Van　Rijsbergen，　C．　J．　Theoretical　basis　for　use　of 語の独立性を仮定しない統計的な重みづけ検索手法を論 6
co・occurellce　data　in　information　retrieva1．　J　DOD． じている。＊＊
33（2）＝　106－119　（1977）．

SA68 Salton，　G．　Automatic　information　organization　and 自動的な情報検索に関する初期の教科書。SMARTシス 7
retrieva1．　McGraw・Hi11，　New　York，1968，514　p． テムの概要や辞書の自動構築，文献の自動的な内容分

教 析，自動抄録作成，等の手順を扱っている。＊＊

SA83b Salton，　G．　et　a1．　Introduction　to　modem　informa・ 情報検索の理論やシステムに関する包括的な教科書。検 54

科
tion　retrieva1．　McGraw・Hi11，　New　York，1983，448　p． 索理論の中心はベクトル空間モデルやSMARTシステ

ムであるが，確率型検索などの手法も解説されている。後半では，ファイル構造などのハードウェアに関するト

書 ピックが扱われている。＊＊

VR79 Van　Rijsbergen，　C．　J．　Information　Retrieva1．2nd
?ｄ．　Butterworth8，　London，1979，152　p．

情報検索理論の一般的な教科書。特に自動索引，自動分類，検索の評価に重点が置かれている。＊＊
37

プログ

宴~ン

HA Harrison，　M．　C．　Implementation　of　the　substring
狽?ｓｔ　by　hashing．　CACM．14（12）：777－779（1971）．

ハッシングのアルゴリズム。 6

グ技法 KN Knuth，E．D．　The　art　of　computer　programming．　Vo1． プログラミング技法に関する教科書で，ソートと探索を 11
3：Sorting　and　Searching．　Addison・Wesley　Pub．，1973 1扱っている。

一．一

BL Blair，　D．　C．；Maron，　M．　E．　An　evaluation　of　ef・ 大規模な全文データベースの検索効率を評価している。 17
fectiveness　for　a　fu11・text　document・retrieval　sys・ 大規模データベースでは自然学による検索は再現率を低
tem．　CACM．28（3）：289－299（1985）． 下させることを示している。IBM　STAIRSを使用。

全 DI lDi・ect・・y・f　Onlin・D・taba・e・；1988・1988・ 1オンラインデータベースのディレクトリ。 6
文

D LA Lancaster，　F．　W．　Vocabulary　control　for　informa・ 語彙統制に関する教科書。主にデータベースで用いられ 7

B tion　retrieva1．2nd　ed．　Information　Resources　Press， ることを前提とした事後統制語彙とシソーラスを扱って
とオ 1986，270p． いる。自然言語検索と統制語彙の組み合わせ，交換言語，検索シソーラスにも言及している。

ン LI Liddy，　E．　et　a1．　Astudy　of　discourse　anaphora　in 抄録中の前方照応表現を分類し，それによってテキスト 6
ラ scientific　abstracts．　JASIS．38（4）：255－261　（1987） 構造を分析している。自然言語検索では，ディスコース
イン

レベルの処理が必要であるという前提に立つ。

検 SA86 Salton，　G．　Another　look　at　automatic　text・retrieval IBM　STAIRSによる全文データベースの検索手法につ 12
索 systems．　CACM．29（7）：648－656（1986） いて，さらに自動検索システムについても論じている。紳

一

SW Swanson，　D．　R．　Historical　note：　Information　re・ 自動索引作成と情報検索とに関する個人的な展望を述べ 6
trieval　and　the　future　of　an　illusion．　JASIS．39（2）： ている。
92－98（1988）
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TE Tenopir，　C．　Full　text　database　performance．　On・
Pine　Review．9（2）：149－164（1985）

醸話ン8認＝霧講巌鍋轟翻i銑ている◎

10

BA79a Bates，　M．　J．　Information　search　tactics．　JASIS．
R0（4）：205－214　（1979）

利用者の探索行動を分析し，より進んだ探索をするため
ﾉ用いる探索戦略の要素的単位であるタクティクスを定
`して，カテゴリ化をしている。

10

BA79b Bate8，　M．　J．　Idea　tactics．　JASIS．30（5）：280－289
i1979）

心理学的側面から，利用者の探索行動を分析して，その
v素的な単位を定義して，カテゴリ化をしている。

7

BA86 Bates，　M．」．　Sublect　access　in　o111ine　catalogs：a
р?ｓｉｇｎ・model．　JASIS。37（6）：357－376（1986）

OPACでの主題アクセスのための，不確定性・多様性・
｡雑性を持ったインターフェイスモデルを提示した。

9

BD Bellardo，　T．　An　investigation　of　online　searcher
ﾇaits　and　their　relationship　to　search　outcome．
iASIS．36（4）：241－250（1985）

サーチャの特性とそれが検索結果に及ぼす影響とを調査している。

7

BE82 Belkin，　N．　J．；Brooks，　H．M．：Oddy，　R．　N．　ASK　for

奄獅?ｏｍａｔｉｏｎ　retrieva1．　Pt．1．　background　and　theory．

iDOC．38（2）：61－71（1982）

知識の変則状態（ASK）は情報ニーズの中に存在するが，それを表わす試みにもとつくIRシステムの理論を述べ

ﾄいる。＊

10

BO86a Borgman，　C．　L．　The　users　mental　model　of　an　infor・

高≠狽奄盾氏@retrieval　system：an　experiment　on　a　proto・
狽凾垂?　online　catalog．　INT　J　MMS．24（1）：47－64（1986）

オンライン目録の利用者のメンタルモデル。メンタルモ
fルを提示した利用者教育は特に複雑な検索課題に対して有効であることを示した。

9

BO86b Borgman，　C．　L．　Why　are　online　catalogs　hard　to
浮唐?：1essons　learned　from　information・retrieval
唐狽浮р奄?ｓ．　JASIS．37（6）：387。400（1986）

7

FE80 Feniche1，　C．　H．　The　process　of　searching　online
b奄b撃奄盾№窒≠垂?ｉｃ　databases：areview　of　research．　Li・

b窒≠窒凵@Research．2（2）：107－127（1980）

ナンラインは検索システムにおける検索過程および検索
嵭ｪについての研究のレビュー。

7

FE81 Feniche1，　C．　H．　Online　searching：measures　that
р奄唐モ窒奄高奄獅≠狽?　among　users　with　different　types　of
?ｘｐｅｒｉｅｎｃｅｓ．　JASIS．32（1）：23－32（1981）

オンライン検索における利用者の行動を調べ，利用者の
o験年数別に比較している。

6

MT Matthews，」．　R．　et　a1．　Using　online　catalogs：a
獅≠狽奄盾獅翌奄р?　survey．　Nea1・Schuman　Pub．，　N．Y．，1983．

OPACの利用に関して，米国で全国規模で行われた調査
級ﾊをまとめたもの。

8

SE Swe11，　W．　et　a1．　Observations　of　end・user　online
Wearching　behavior　over　ll　years．　JASIS．37（4）：
Q34－245（1986）

米国国立医学図書館のデータベースのエンドユーザ検索のログの解析とフォローアップインタビューによってエ

塔hユーザの行動や認知過程を分析している。

7

SR88 Saracevic，　T．；Kantor，　P．　A　study　of　information
唐?ｅｋｉｎｇ　and　retrieving．　3．　Searchers，　searches，　and

盾魔?ｒｌａｐ．　JASIS．39（3）：197－216（1988）

情報探索と検索に含まれる要素の公式的・科学的特徴づ
ｯを行なう研究の第皿部。利用者が質問を発するコンテクストやサーチャの認知過程を分析している。

7

BE87　1　Belkin，　N．　J．　et　al．　Distributed　expert－based　in－

　　　　formation－systems：　an　interdisciplinary　approach．
　　　　IPM．　23（5）：　395－409　（1987）

エキスパートシステムを用いた情報検索システムの学際
的研究。

6

BU Bush，　V．　As　we　may　think．　Atlantic　Monthly．連想関係によって全ての情報を関連づけ，蓄積し，柔軟に　　7
176（1）：101・一108（1945）　　　　　　　　　　　　　　活用することを目指したシステムであるMemexを提唱。

　　coデ Conklin，　J．　Hypertext：an　introduction．　Computer．ハイパーテキストに関する基本的な概念や機能を解説し　15
20（9）：17－41（1987）　　　　　　　　　　　　　　　　　た入門的な論文。

薯 CR Croft，　W．B．　et　al．　13R：　a　new　approach　to　the
design　of　document－retrieval　systems．　JASIS．　38（6）：
389－404　（1987）

エキスパートシステムを組み込んだ文献検索システム。　　10
ユーザーのニーズをより特定化することによって検索効
率をあげることをめざしている。

タ　　DA Date，　C．　J．　An　introduction　to　database　systems．　リレーショナル・データベース管理システムに関する教
3rd　ed．　Addison・Wesley　Pub．，1981　　　　　　　　科書。

6

　　　FI
構

Fidel，　R．　Towards　expert　systems　for　the　selec－
tion　of　search　keys．　JASIS．　37（1）：　37－44　（1986）

エンドユーザーと検索システムとを仲介するエキスパー
トシステムの必要性を論じ．これは人間の仲介者の行動
を分析することによって可能だとしている。

6

造　FO Fox，　E．　A．　Development　of　the　CODER　system：
a　testbed　for　artificial－intelligence　methods　in　in－
formation－retrieval．　IPM．　23（4）：　341－366　（1987）

様々な種類のテキストを扱う事ができる，人工知能を用
いた情報検索システムCODERについて論じている。

7

WE Weyer，　S．　A．　The　design　of　a　dynamic　book　for 柔軟な情報提供を可能にする強力な情報伝達システムと 6
information　search．　International　Journal　of　Man・ してのダイナミックブックを論じ，人が情報を探索する
Machine　Studies．17（1）：87－107（1982） 方法とダイナミヅクブックが探索過程とどのように関わ

るかを調べている。初歩的なダイナミックブックも提示。

OD Oddy，　R。　N．　Information・retrieval　through　man・ システムがユーザの状況のイメージを形成し，それに基 8
machine　dialog．　J　DOC．33（1）：1－14（1977） ついて応答するというインタフェースを持ったシステム。

　　　SM独
Small，　H．　Co－citation　in　scientific　literature：　new

measure　of　relationship　between　2　documents．
JASIS．　24（4）：　265－269　（1973）

Sma11が文献間の関係を表す新しい尺度として，共引用
分析を提唱した最初の文献。

6

立　　SR75 Saracevic，　T．　Relevance：　review　of　a　framework
for　thinking　on　notion　in　information－science．
JASIS．　26（6）：　321－343　（1975）

レレパンスを情報学の基本的概念として捉え，科学コミ
ュニケーションの問題として扱っている。知識のコミュ
ニケーションの枠組みで，レレバンスに関する様々な見
解を整理している理論的な研究。＊＊

6

　　＊JICSTデータベースの抄録を加工，＊＊文献（7）の報告書P．65－71より抜粋・加工，　ARIST：Annual　Review　of　Information
Science　and　Technology，　INT　J　MMS：　lnternational　Journal　of　Man－Machine　Studies，　IPM：　lnformation　Processing　and
Management，　JASIS：　Journal　of　the　American　Society　for　lnformation　Science，　J　DOC：　Journa！　of　Documentation
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III．情報検索領域の構造

A．共引用マップ

　第2図に示したごとく，情報検索分野の共引用マップ

では，①検索理論，②プログラミング技法，③全文デー

タベースおよびオンライン検索，④ユーザモデル，⑤デ

ータ構造の五つのグループが認められた。

　これらの類似性を持った文献からなるグループは，共

引用マップにおける各文献の位置にもとづいて，文献の

内容を考慮して認定した。なお，文献の内容は，主とし

て文献の抄録によって把握し，必要に応じて本文を参照

したQ

①「検索理論」は，確率型検索，ベクトル空間型検索，

ファジィ理論を応用した検索など様々な検索理論に関す

る文献からなるグループである。また，この中に検索理

論の包括的な教科書の小グループがある。

②「プログラミング技法」は，アルゴリズムやハッシン

グなど情報検索のコンピュータ処理の技術面に関わる文

献からなるグループである。

③「全文データベースおよびオンライン検索」は，全文

データベースの検索効率を扱った文献やオンライン検索

システムに関する文献からなるグループである。これは，

情報検索の実用化の流れの中に位置づけられるグループ

といえる。この中にはLancasterの語彙統制に関する

教科書（LA．1986）があるが，現在実用化されているオ

ンライン検索システムにおいては，自然語検索か統制語

彙検索かという観点が生じることから，このグループに

入っていると考えられる。

④「ユーザモデル」は，オンライン検索やオンライン目

録（以降OPAC）の利用者のふるまいやその認知構造，

あるいは検索結果に影響を及ぼすような検索者の特性な

どを扱った文献からなっているグループである。

⑤　「デーータ構造」は，Date（DA，1986）のリレーショ

ナルデータベース管理システム　（以降RDBMS），ハイ

パーテキスト，知識ベースを用いた知的情報検索システ

ムなどに関する文献からなっている。これらは，いずれ

も情報検索システムにおける種々のデータ構造を扱って

いると考えられることから「データ構造」グループと名

づけた。

　なお，以上に含まれない独立した文献としてOddy

（OD，　1977），　Saracevic　（SR75，　1975），　Small　（SM，

1973）があった。

　以上，最近2年間の情報検索に関する文献から高頻度

で引用された文献から作成した共引用マップを，内容を

考慮して分析した結果，検索理論，プログラミング技法，

全文データベースおよびオンライン検索，ユーザモデル，

データ構i造という五つのグループが認定できた。これら

の五つが情報検索に関する主要な研究領域と考えられ
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第2図　情報検索領域の共引用マップ（S－STRESS：0．269）

　　　文献を示す略号については，第4表を参照。
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　　第3図　引用関係図（検索理論）

文献を示す略号については，第4表を参照。
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B．文献間の直接引用関係

　次に，研究の流れや発展過程を調べるために，各グル

ープ内の文献間の直接的な引用関係を調べた。

（1）　検索理論

　第3図は，検索理論グループの引用関係図である。こ

の図では，下部から上部へ年代順に文献を配置し，この

グループ中の個々の文献は四角で囲んで示した。矢印は，

引用関係を示しており，ある文献からその文献が引用し

ている文献へと向かっている。また，このグループ以外

の文献は，四角で囲まずに，発表年代に関わらず，引用

関係のある文献の近くに記載してある。

　さて，この検索理論グループの文献の引用関係図では

Robertson（RO76，1976）とSparck－Jones（SP，1972）

に多くの矢印が集まっており，これらの文献はこのグル

ープ内の文献から多く引用されている中心的な文献と考

えられる。

　Sparck・Jones（SP，1972）は，語の出現頻度を用いて

索引語への重み付けを行った研究で，ベクトル空間型検
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索に影響を与えたとされている文献である。これは，斜

線で示したベクトル空間型検索の文献から引用されてい

る。また，Salton（SA83a，1983）は，文献と検索質問に

重み付けを行い，従来のプール演算を用いた検索にベク

トル空間型の検索を導入した研究であるが，ファジィ理

論にも言及しており，ベクトル空間型とファジィ理論検

索の両者に関連している。

　さらに，子中右上方のStanfi11（ST，1986）とSalton

（SA，88，1988）は，並列処理検索に関する文献である。

これらは，Blair（BL，1985）とSalton（SA86，1986）

の全文データベースに関する文献を引用しており，引用

関係からみても，この検索理論のグループの他の文献と

は別の新しいグループが形成されつつあることが分か

る。

　一方，Robertson（RO76，1976）は，確率型検索を扱

った初期の論文である。網かけで示した確率型検索を扱

った文献から引用されている。Robertson（RO76，1976）

から出発しているこれらの確率型検索の文献の全ては，

確率型検索とファジィ理論検索に関するレビュー論文で

あるBookstein（BK85，1985）に引用されている。なお，

このBookstein（BK85，1985）もこの検索理論グループ

内の文献であるが，引用している文献が多いので便宜的

に図中では◇という記号で示してある。さらに，これ

らの確率型検索に関する文献のほとんどはMaron

（MA，1960）を引用している。このMaron（MA，1960）

は，適合性を確率で表わすことを提唱した文献である

が，このように多くの確率型検索の文献から引用されて

いることから，確率型検索の基盤の一角をなす文献と判

断される。

　以上のように，検索理論グループでは，ベクトル空間

型検索と確率型検索との大きな二つの流れがあることが

分かる。中でも，Sparck・Jones（SP，1972）とRobert－

son（RO76，1976）は二つの流れの出発点になっている

と同時に，最近2年間の情報検索に関する文献からの被

引用回数も多く，中心的な文献であると考えられる。さ

らに，ファジィ理論を応用した検索や並列処理に関する

文献も見られたが，ここでは流れとして捉えるのに充分

な文献数は得られなかった。

　さらに，この検索理論グループには，検索理論の包括

的な三種の教科書（Salton（SA83b，1983b，図中●），

Van　Rijsbergen（VR79，1979，図中▲），　Salton（SA

68，1968，図中■）が含まれている。これらは，いずれ

も，その教科書が出版される以前に出版された，この検

索理論グループ内のほとんど全ての文献を引用してい

た。また，グループ外からは，個々の研究文献よりもこ

れらの教科書が多く引用されている。

（2）全文データベースおよびオンライン検索

　次に，全文データベースやオンライン検索に関するグ

ループでは，グループ内での直接的な引用関係はほとん

どなく，Blair（BL，1985）がSalton（SA86，1986）と

Swanson（SW，1988）から引用されているのみであっ

た。グループ外では検索理論グループの文献を多く引用

していた。そのため，この全文データベースやオンライ

ン検索に関するグループの文献は，理論的には検索理論

グループの文献に依存していると考えられる。特にSal－

ton（SA86，1986）はIBM　STAIRSによる全文データ

ベースの検索手法を中心的に扱っているが，自動検索シ

ステムにも言及していることから，検索理論グループの

文献を多く引用していた。

　その中で，Blair（BL，1985）は，このグループ内のみ

ならず，検索理論やデータ構造のグループからも引用さ

れており，最近2年間の情報検索に関する文献からの被

引用回数も多いことから，全文データベースの研究に関

して他に影響を与えた基礎的な文献であると考えられ

る。

（3）　ユーザモデル

　第4図のユーザモデルのグループの引用関係では，

Fenichel（FE81，1981）とBates（BA79b，1979）に多く

の矢印が集まっており，このグループ内の文献に影響を

与えた文献であると考えられる。Fenichel（FE81，

1981）は，オンライン検索利用者の行動を経験年数の差

によって比較した研究であり，Bates（BA79b）は，情報

探索行動を心理学的な側面から分析・整理することを試

みた研究である。これらを引用している文献は，オンラ

イン検索やOPACの検索過程やそれに影響を与える因

子に関する研究であった。

　また，Matthews（MT，1983）は，　OPACの利用状況

に関する調査であり，ユーザモデルとは直接には関係し

ないが，OPACの検索者のユーザモデルを扱っている

Borgman（BO86a，1986a）やBorgman（BO86b，1986

b），Bates（BA86，1986）から引用されている。

　Borgman（BO86b，1986）は，　OPAC利用者の行動や

検索戦略に関するレビューであり，このグループ内のほ

とんどすべての文献を引用している。一方，Belkin（BE

82，1982）は，このBorgman（BO86b，1986）からも引

用されず，Bates（BA86，1986）やグループ外の文献から
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　　　　第4図　引用関係図（ユーザモデル）

　　文献を示す略号については，第4表を参照。

引用されているが，グループ内の他の文献との引用関係

が少なく，独得な位置づけにあると考えられる。

　以上のごとく，このグループでは，矢印が集まってい

る文献は見られたが，これらの文献を引用している文献

は互いに重なりあい，顕著なサブグループは見いだせな

かった。

　全体として，グループ外の文献を引用することはほと

んどなく，比較的グループ内でまとまっている。データ

構造グループ中のエキスパートシステムの文献から，多

く引用されている。これは，エキスパートシステムでは

システム設計においてユーザモデルを考慮する必要があ

るためと考えられる。

（4）　データ構造

　この「データ構造」グループでは，Bush（BU，1945）

を除いて比較的新しい文献が多いため，最近2年間の情

報検索に関する文献からの共引用関係にもとづいて作成

した共引用マップでは，サブグループを認定することが

できなかった。また，文献の出版年がほぼ同じであった

ため，文献間の直接的な引用関係も多くなく，引用が集

中した文献も見られなかった。しかし，直接引用関係の

分析からそれぞれ異なる背景を持った「エキスパートシ

ステム」と「ハイパーテキスト」という流れが生じてい

ることが示唆され，①ハイパーテキスト，②エキスパー

トシステム，③RDBMSの三つのサブグループが認めら

れた。

①「ハイパーテキスト」は，BushのMEMEX（BU，

　　1945）とそれを引用している文献Weyer（WE，

　　1982）とConklin（CO，1987）からなるグループで

　　ある。

②「エキスパートシステム」は，ユーザモデルの文献を

　　多く引用している文献やそれと結びついている文献

　　からなるグループで，具体的には，Belkin（BE87，

　　1987），　Croft　（CR，　1987），　Fidel　（FI，　1986），　Fox

　　（FO，1987）からなっている。
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第5表拡張検索理論グループの文献
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（1985）

Salton，　G．　et　al．　A　theory　of　term　importance　in
automatic　text　analysis．　JASIS．　26（1）：　33－50　（1975）

Salton，　G．　ed．　The　SMART　Retrieval　System．
Englewood　Cliffs，　N．　J．，　Prent’ice－Hall，　1971，　556　p．

Salton，　G．　et　al．　A　vector　space　model　for　auto－
matic　indexing．　CACM．　18（11）：　613－620　（1975）
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tion　Retrieval．　New　York，　McGraw－Hill，　1983，　448　p．
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system．　CAC．M．　29（7）：　648－656　（1986）
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28（1）：　11－21　（1972）
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retrieval．　CACM．　26（12）：　1022－1036　（1983）
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15（5）：　235一一45　（1979）
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learning　process．　JASIS．　34（5）：　331－e・42　（1983）．

Bookstein，　A．　Outline　of　a　general　probabilistic
retrieval　model．　J　DOC．　39（2）：　63－72　（1983）

Croft，　W．　B．；　Harper，　D．　J．　Using　probabilistic

models　of　document　retrieva”1　without　relevance
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Croft，　W．B．　Document　representation　in　probabifiis－
tic　models　of　information　retrieva！．　JASIS．　32（6）：

451－457　（1981）

Fishburn，　P．　C．　Utility　theory　for　decision　making．

New　York，　Wiley，　1970．
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内 容

確率型検索とファジィ理論を応用した検索についての理論，手
法，研究結果および最新動向などをレビューしている。＊＊

識別値を用いた自動索引法を論じている。語と出現頻度に基づ
くベクトル空間型検索モデルについての初期の論文。＊＊

自動検索システムであるSMARTシステムを様々な側面から
論じている。特に検索の評価，言語の分析，クラスター化によ
る検索，レレバンス・フィードバックなどが重点的に扱われて
いる。＊＊

ベクトル空間型検索モデルについての主要なアイデアを論じた
初期の論文。＊＊

情報検索の理論やシステムに関する包括的な教科書。検索理論
の中心はベク1トル空間モデルやSMARTシステムであるが，
確率型検索などの手法も解説している。また，後半ではファイ
ル構造などのハードウェアに関するトピックが扱われている。＊＊

IBM　STAIRSによる全文データベースの検索手法について。
さらに自動検索システムについても論じている。＊＊

各課が出現する文献の数によって語の重み付けを行う手法を提
唱している。Saltonのベクトル空間型検索に大きな影響を与
えた。＊＊

情報検索理論の一般的な教科書。特に自動索引，自動分類，検
索の評価に重点がおかれている。＊＊

適合文献と非適合文献の情報を用いて利用者の検索質問中の語
を重みづける手法を開発し，その効果を実験している。一種の
ベクトル空間型検索モデルである。＊＊

従来のプール検索のシステム特性を検討した上で，プール検索
を拡張するために，ファジィ理論を導入している。＊＊

質問に対し，閾値を設定し，語の重み付けを行ったシステムに
おいてファジィ理論を導入して検索を行っている。

文献と検索質問に重みづけを行ない，従来のプール検索にベク
トル空間型の検索を導入して拡張する試み。ファジィ理論に言
及している。＊＊

語の重み付けを行った検索システムに対し，ファジィ理論を応
用した論理演算を導入し，これを拡張したモデルを提示してい、
る。＊＊

決定理論を用いた確率型検索の手法に，レレバンス・フィード
バックを組み込むためのモデルを提示している。＊＊

より一般的な関連性尺度を導入したモデルによって，理論の拡
張を行った。このモデルは，既存の理論を包含しており，これ
までのモデルにおける回答のランキングの原理を，より満足さ
れた形で説明することができる。＊

適合文献についての情報を用いない確率的な検索手法を，確率
モデルに基づいて提案している。＊＊

有効な検索戦略のもとになる確率モデルを検討。このモデルの
限界は，文献は2つの索引語で示されるとする仮説にある。索
引語の重要性としての重みづけを伴う文献表示法について，検
索モデルは独立した仮説または依存した仮説を用いて，拡大し
うるかを論じた。変形モデルに基づく検索戦略を他の研究と比
較した。＊

意思決定のための効用理論

適合文献と不適合文献の情報を用いてフィードバックを行な
い，逐次学習モデルを用いた確率型検索を行っている。

レレバンスを確率を用いて表現することを提唱している初期の
文献。

適合文献の情報に基づぎ，重み付けを行う手法を開発し，その
実験結果を提示している。確率型検索についての初期の論
文。＊＊
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RO77 Robertson，　S．　E．　Probability　ranking　principle　in
hR．　J　DOC．33（4）：294－304（1977）

確率型検索に対するCooperが提起した疑義に答える形で書か
黷ｽ確率型検索に関するレビュー。

RO81
Robertson，　S．　E．；Van　R五lsbergen，　C．　J．；Porter，　M．　F．“4，Probabilistic　models　of　indexing　and　searching”，In：Oddy，　R．N。；Robertson，　S．　E．；Van　Rilsbergen，C．J．；Williams，　P．　W．（eds．）Information　retrieval

窒?ｓｅａｒｃｈ．　London，　Butterworths，1981，　p．35－56．

確率型検索に対する理論と概念を説明し，語の出現頻度に基づ
ｭ自動索引についての初期理論と実験についてまとめている。

RO82 Robertson，　S．　E．；Maron，　M．　E．；Cooper，　W．　S．

orobabillty　of　relevance：　a　unification　of　two
モ盾高垂?ｔｉｎｇ　mode旦s　for　document　retrieva1．　Informa－

狽奄盾氏@Technology：Research　and　Deve！opment．1（1）：
P－21（1982）

Maron（1960）とRobertson（1976）が提案している2つの基

RO86 Robertson，　S．　E．　On　relevance　weight　est至mation
≠獅п@query　expans五〇n．　JDOC．42（3）：182－188（1986）

フィードバック検索で，使用する重みづけ関数の改良を議論。Robertson，　Sparck・∫◎ne3関連重みづけの式に，　Bayesの理論に基づく補正項を加えた。＊

SN Smeaton，　A．F．；Van　Rijsbergen，　C．　J．　The　retrieval

?ｆｆｅｃｔｓ　of　query　expansion　on　a　feedback　document
窒?ｔｒｉｅｖａｌ　system．　Comput　J．26（3）：239－246（1983）

フィードバック文献検索システムにおける問合せ拡張の検索効
ﾊ：種々のタイプの質問拡張の方策を示し，その検索効果を分
ﾍした。＊

YU83 Yu，　C．　T．；Buckley，　C．；Lam，　K．；Salton，　G．　A
№?ｎｅｒａｌｉｚｅｄ　term　dependence　model　in　information

窒?ｔｒｉｅｖａ１．　Information　Technology：Research　and

cevelopment．2（4）：129－54（1983）

語の独立性をもとにして，ファイルのクラスター化を行うため
ﾌアルゴリズムを提示している。

CR88 Croft，　W．　B．；Savino，　P．　Implementing　ranking
唐狽窒≠狽?ｇｉｅｓ　using　text　signatures．　ACM　Trans　Off
hnf　Syst．6（1）：42－62　（1988）

シグネチャファイルを用いた検索に対し，確率手法を用いた文
｣への順位付けを行うことを提案。またこの際に，用いるシス
eムとして並列処理システムについて論じている。

FA Faloutsos，　C．；Chr畳stodoulakis，　S．　Description　and
垂?ｒｆｏｒｍａｎｃｅ　analysis　of　signature　file　methods　for

盾?匠ce　ming．　ACM　Trans　Off　Inf　Syst．5（3）：237－
Q57（1987）

ナフィス環：二三における効果的な全文データ文書処理の手法と
ｵて，シグネチャファイルを用いてテキストをコード化記述を

sい，検索実験により評価を行っている。並列処理システムについても論じている。

SA88 Salton，　G．；　Buckley，　C．　Parallel　text　searcll
高?ｔｈｏｄｓ．　CACM．31（2）：202－215（1988）

並列処理によるテキスト検索。ブールテキスト検索，ベクトル
^，SMARTなどをシリアルに用いた方法と比べて大きな効
ﾊの改善はみられなかった。

並列処理検索

ST Stanfi11，　C．；Kahle，　B．　ParaUel　free・text　search
盾氏@the　connection　machine　system．　CACM．29（12）：
P229－1239　（1986）

大規模データベース，特に全文データベースにおいて，並列処理システムにおいて検索を行う手法を提示している。

SO Stone，　H．S．　Parallel　querying　of　large　databases：

`case　study．　Computer．20（10）：11－21（1987）

大規模データベースの並列間合せケーススタディ：パラレリズム自身は高速度を保障せず，アルゴリズムに依存する事をケー

X・スタディで示す。有効なアルゴリズムの下で走る1プロセ
bサと，パラレルだが非効率的に走る64Kのプロセッサ群と
�芒rする。＊

WZ Waltz，　D．　L．　Applications　of　the　connection　ma－
モ?ｉｎｅ．　Computer．20（1）：85－97（1987）．

コネクション・マシンは多量並列システムであり，容易にプロ
Oラムでき，種々の応用に適用可能である上に，さらに多くのプロセッサを付加することによって大きな問題に規模を合わすことができる。ドキュメント回復，メモリベースの推論，自然

ｾ語処理などの応用について述べる。＊

LO Lovins，　B．　J．　Development　of　a　stemming　algorithm．

lechanical　Translation　and　Computational　Lingu三s－
狽奄モ刀D　11：　22－31　（1968）

語幹処理のアルゴリズムを開発して，提示している。
一　用語　の　処理

VR77 Van　Rijsbergen，　C．　J．　Atheoretical　basis　for　the
浮唐?　of　co－occurrence　data　in量nformation　retrieva1．

iDOC．33（2）：106419（1977）

語の独立性を仮定しない統計的な重みづけ検索手法を論じてい
驕B料

SA76 Salton，　G．；Wong，　A。　On　the　role　of　words　alld
垂?ｒａｓｅｓ　in　automatic　text　analysis．　Computers　and

狽?ｅ　Humanities．10（2）：69－87（1976）

索引作業における人手による索引と，自動索引を比較検討し，
��黷ﾌ選定について論じている。

＊JICSTデータベースの抄録を加工
＊＊文献（7）の報告書p．65－71より抜粋・加工

　　ARIST：　Annual　Review　of　lnformation　Science　and　Techno！ogy

　　CACM：　Communications　of　the　ACM

　　INT　J　MMS：　lnternational　Journal　of　Man－Machine　Studies

　　IPM：　lnformation　Processing　and　Management

　　JACM：　Journal　of　the　Association　for　Computing　Machinery

　　JASIS：　Journal　of　the　American　Society　for　lnformation　Science

　　J　DOC：　Journal　of　Docume．nt：ation
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第6表拡張ユーザモデルグルーフ．の文献

コード 書誌事項 内　　　　容

BA79a Bates，　M．　J．　Information　search　tactics．　JASIS．
R0（4）：　205－214　（1979）

利用者の探索行動を分析し，より進んだ探索をするために用い
髓T索戦略の要素的単位であるタクティクスを定義して，カテゴリ化をしている。

BA79b Bates，　MJ．　Idea　tactics．　JASIS．30（5）：280－289
i1979）

心理学的側面から，利用者の探索行動を分析して，その要素的な単位を定義して，カテゴリ化をしている。

BA86 Bates，　M．　J．　Subject　access　in　online　catalogs：a
р?ｓｉｇｎ・mode1．　JASIS．37（6）：357－376（1986）

OPACでの主題アクセスのための，不確定性・多様性・複雑性を持ったインターフェイスモデルを提示している。

FI85 Fide1，　R．　Moves　in　online　searching．　Online　Re・
魔奄?ｗ．9（1）：61－74（1985）

検索集合が不適切な場合の質問式改良法を論ずる。約90回の
沚�級ﾊの分析と考察に基づき，検索語の意味に立ち入った改良法と立ち入らない改良法に分けて論じ，18類の改良法を一

藍¥にし，改良法と検索戦略との関係を論ずる。＊

MK Markey，　K．　Subject　Searching　in　Library　Catalogs：
aefore　and　After　the　Introduction　of　Online　Cat・
≠撃盾№刀D　OCLC，　Inc．，1984．

図書館目録の主題からの探索について，OPAC導入前後を比較しながら論じている。

MT Mattllews，　J．　R．　et　a1．　Using　online　catalogs：a
OPACの利用に関して，米国で全国規模で行われた調査結果をまとめたもの。

NO Noerr，　P．　L．；Bivins　Noerr，　K．　T．　Browse　and
獅≠魔奄№≠狽?：an　advance　in　database　access　methods．

hPM．21（3）：205－213（1985）

新しいマルチリンクDBMS（TINMAN）を開発。ブラウジングとリンクを：たどるナビゲーションによってDBにアクセス

ｷる。

WI Williams，　M．　D．　What　makes　RABBIT　run～INT
iMMS．21（4）：333－352（1984）

新しいインターフェイスの設計が完了したときに生じる問題点を挙げ，DB検索インターフェイスのRABBITを例に，1）現在の行動の記述，2）再定式化による検索の特性の定義，3）新しい特徴を明確にする試みの特徴づけを行った。＊

BA81 Bates，　M．　J．　Search　Techniques．　ARIST．16：139－
P69（1981）

情報探索の技法を，心理学的な側面から論じたレビュー。

BD Bellardo，　T．　An　investigation　of　online　searcher
狽窒≠奄狽刀@and　their　relationship　to　search　outcome．
iASIS．36（4）：241－250（1985）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一Tーチャの特性とそれが検索結果に及ぼす影響とを調査してい
驕B

BO86b Borgman，　C．　L．　Why　are　online　catalogs　hard　to
撃撃唐?：1e串sons　learned　from　information－retrievalstudies．　　　　JASIS．37（6）：387－400（1986）

OPAC利用者の検索過程や行動に関する研究のレビュー。利用者の認知的な側面と機械的な側面とにわけて論じている。

EL Elkerton，　J．；Williges，　R．　C．　Information　retrieval

唐狽窒≠狽?ｇｉｅｓ　in　a血le・search　environment．　Human
eactors．26（2）：171－184（1984）

FE80　　Feniche1，　C．　H．　The　proccess　of　searching　online

@　　　bibliographic　databases：a　review　of　research．
@　　　Library　Research．2（2）：107－127（1980）

オンライン検索システムにおける検索過程および検索戦略につ
｢ての研究のレビュー。

FE81 Feniche1，　C．　H．　Online　searching：measures　that
р奄唐モ窒奄高堰F1ate　among　users　with　different　types　of
?ｘｐｅｒｉｅｎｃｅｓ．　JASIS．32（1）：23－32（1981）

オンライン検索における利用者の行動を調べ，利用者の経験年数別に比較している。

FI83 Fide1，　R．；　Soerge1，　D．　Factors　affecting　online
b奄b撃奄盾№窒≠垂?ｉｃ　retrieva1：aconceptual　framework
?ｏｒ　research．　JASIS．34（3）：163－180（1983）

オンライン文献検索に影響を与える・因子として，状況，利用者，質問要求，データベース，検索システム，検索者，検索プロセス，検索結果について考察した。＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

BO86a Borgman，　C．　L　The　users　mental　model　of　an　in．

?ＯrmatiOn　retrieval　system：an　experiment　On　a
垂窒盾狽盾狽凾垂?　online　catalog．　INT　J　MMS．24（1）：47－

U4（1986）

FI84 Fide1，　R．　Online　searching　styles：acase　studybased　model　of　searching　behavior．　JASIS．35（4）：

Q11－221（1984）

通常の検索を体系的に観察し，事例研究として10の検索を分析して，操作主義者と概念論者という2種メンタルモデルに基づいて，一個々の検索を説明づけている。

GE Gentner，　D．；Stevens，　A．　L．　ed．　Mental　Models。
FLawrence　Erlbaum　Assoc．　Inc．，1983．

心理学分野のメンタルモデルに関する包括的な単行書。

BE82 Belkin，　N．　J．；Brooks，　H：．　M．；Oddy，　R．　N．　ASK　for

奄獅?ｏｒｍａｔｉｏｎ　retrieva1．　Pt．1．　background　and　theo1’y．

iDOC．38（2）：61－71（1982）

知識の変則状態（ASK）は情報ニーズの中に存在するが，それを表わす試みにもとつくシステムの理論を述べている。＊

BE82a Belkin，　N．　J．；Brooks，　H．　M．；Oddy，　R．　N．　ASK　for

奄獅?ｏｒｍａｔｉｏｎ・retrieva1。　Pt．2．　Results　of　a　design

唐狽浮р凵D　J　DOC．38（3）：145－164（1982）

ASKを表す試みに基づいて，利用者を対象とし，　IRについての見解，抄録の評定，テキストに表われる語句の連想関係などをインタビューと質問紙によって調べた結果。＊

BO85 Borgma11，　C．　L．　Individual　differences　in　the　use
盾?　technology：work　in　progress．　Proceedings　of　the
`SIS．22：243－249（1985）

情報技術の利用の要因と考えられる個人特性の測度を，学術的な測度と比較した。問題提起をし，関連研究，研究方法等につ

｢て述べている。結果は後で報告する予定。＊

OD Oddy，　R．　N．　Information・retrieval　through　man．
高≠モ?ｉｎｅ　dialog．　J　DOC．33（1）：1－14（1977）

システムがユーザの状況のイメージを形成し，それに基づいて
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SR88a Sara㏄vic，　T．；Kantor，　P．；Chami8，　A．　Y．；Trivison，

c．J．　A　8tudy　of　infomation　seeking　and　retriev・
奄獅〟D1．　Background　and　methodology．　JASIS．39（3）：

P61－176（1988）

情報探索と検索に含まれる要素の公式的・科学的特徴づけを行なう目的で，情報検索における利用者，質問，検索者，検索，検索項目についての一連の研究の第1部。背景，モデル，尺度，方法，手順，統計的分析手法を論じる。＊

SR88b Saracevic，　T．；Kantor，　P．　A　8tudy　of　infomation
Weeking　and　retrieving．　II．　U8ers，　questions，　and
?ｆｆｅｃｔｉｖｅｎｅｓ８．　JASIS．39（3）：177－196（1988）

上記の第皿部。情報検索における利用者，質問，有効な尺度として適合率と再現率，有用性，検索された文献，出力サイズについて検討した。40の検索質問を9人の検索者が，延360回の検索を行なった結果を比較分析した。

SR88 Sara㏄vic，　T．；Kantor，　P．　A　8tudy　of　information
Weeking　and　retrieving．皿．鋤che黛3，　searclles，　and
盾魔?ｒｌａｐ．　JASIS．39（3）：197－216（1988）

上記の第皿部。利用者が質問を発するコンテクストやサーチャの認知過程を分析している。

ホJI（STデータベースの抄録を加工

　ARIST：　Annual　Review　of　lnformation　Science　and　Technology

　CACM：　Communications　of　the　ACM
　INT　J　MMS：　lnternational　Joumal　of　Man－Machine　Studies

IPM：　lnformation　Processing　and　Management

　JASIS：　Journal　of　the　American　Society　for　lnformation　Science

　J　Doc：　Journal　of　Documentation

一　53　一



情報検索分野の構造：引用調査による下位領域と発展過程の分析

③上記以外のものとして，RDBMSの教科書である

　　Date（DA，1986）があり，これを「RDBMS」サブ

　　グループとした。

　また，これらの三つのサブグループ間の関係を見るた

めに，このデータ構造グループの文献と最近2年間の情

報検索に関する文献との引用関係を調べた。その結果，

「RDBMS」サブグループの文献を引用している最近2

年間の文献は，RDBMSあるいはエキスパートシステム

に関するものであり，「エキスパートシステム」サブブル

ープを引用している最近2年間の文献は，エキスパート

システムあるいはハイパーテキストに関するものであ

り，「ハイパーテキスト」サブグループを引用している最

近2年間の文献は，ハイパーテキストに関するものであ

るという関係が見られた。

　さらに，この三つのサブグループ間の共引用関係を見

ると，「RDBMS」と「エキスパートシステム」サブグル

ープを共引用している最近2年間の文献は，エキスパー

トシステムに関するものであり，「エキスパートシステ

ム」と「ハイパーテキスト」とを共引用している最近2

年間の文献は，ハイパーテキストに関するものであると

いう関係が見られた。このことから，情報検索領域での

データ構造に関する関心は，RDBMSから，エキスパー

トシステム，さらにハイパーテキストへと広がっている

ことも推察できる。

　以上のような情報検索領域のグループ化を，1990年に

出版されたEllisの情報検索の教科書3）の内容と比較し

た。まず，Ellisの教科書では1章の緒言に続き，2章は

「統計的検索と確率型検索」であるが，これは今回の結

果では検索理論グループに相当する。また，3章の「認

知的なユーザのモデル化」が今回のユーザモデルグルー

プ，4章は，ユーザインタフェイスにエキスパートシス

テムを応用したものを扱っているが，これは，今回のデ

ータ構造グループの中のエキスパートシステムにあたり

最後の5章の「連想，関係，ハイパーテキスト」は，今

回のデータ構造グループの中のハイパーテキストに相当

する内容であると考えられる。このように，今回の分析

結果は，このEllisの情報検索の教科書の章立てとほぼ

一致している。つまり，今回の共引用分析による情報検

索分野の文献のグループ化と最近の教科書に示された情

報検索の枠組みとがほぼ一致したといえる。

IV．検索理論とユーザーモデル領域の分析

次に，この五つのグループの中で主要な位置を占める

検索理論とユーザモデルのグループを取り上げ，上記の

情報検索領域全体の分析と同様の手法でその発展過程や

研究の流れをさらに詳細に分析した。

　まず，最近2年間の情報検索に関する文献から引用さ

れている11，033件の文献からなる被引用文献群の中か

ら，検索理論グループまたはユーザモデルグループに属

する文献と共引用強度が3以上の文献を全て抽出し，こ

れをそれぞれ，「拡張検索理論グループ」（第5表参照），

「拡張ユーザモデルグループ」（第6表参照）とした。こ

の拡張検索理論グループと拡張ユーザモデルグループに

含まれる文献を対象として，IIB．に示した方法と同様

に，それぞれの共引用マップを作成した。さらに，これ

らの文献間の直接的な引用関係を調べた。

A．検索理論

　拡張検索理論グループの共引用マップを第5図に示

す。その結果，①統計的手法に基づいた語への重み付け

を行った検索モデル，②確率型検索およびこれに関連す

るレレバンスフィードバック手法，③並列処理検索，④

用語の処理，の四つのグループが認められた。

　以下に，各グループ毎に，内容と文献間の直接の引用

関係から検討した結果を述べる。

（1）　統計的手法に基づいた重み付け検索モデル

　これは，検索語への重み付けの手法とそれを用いたベ

クトル空間型検索，ファジィ理論検索および拡張論理型

検索を中心とした文献からなるグループである。なお，

（2）の確率型検索も語への重み付けを行うが，この（1）

のグループでは索引作業の段階で重み付けを行なうのに

対し，確率型検索では基本的には検索式を修正するフィ

ードバックの際に重み付けを行うという点で異なってい

る。

　共引用マップ上で，この重み付け検索モデルグループ

のほぼ中央に文献が集まっている部分が認められる。こ

の中でSpark・Jones（SP，1972）は語の出現頻度による

重み付けに関する初期の論文であり，Salton（SA75a，

1975）はベクトル空間型検索の主要なアイディアを論じ

た初期の論文である。いずれもこの重み付け検索モデル

研究の初期に公刊された文献であり，このグループ内の

ほとんどの文献と関連するものである。一方，同じく中

央部に集まっているBooksteln（BK80，1980），　Waller

（WA，　1979），　Salton　（SA83a，　1983），　Buell　（BUE，　1981）

は，互いに強い共引用強度で結び付いている一群であ

り，いずれもファジィ集合理論を導入して論理型検索を

一　54　一一一



Library　and　lnformation　Science　No．29　1991

2．0

1．5

1．0

O．5

o．o

一　O．5

一1．0

一　1．5

一　2．0

南山縮小購

SA88　SO
ST　FA

CR88

賀Z

　　：　VR77
SA76：　LO　　，

CR81
FS

BK83a
CR79

　　　YU83
　RO81

　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　i魎
　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　…
　SN　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　…
　　　………・…・……・ト…・…・………

　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　…

RO82　　　　　　　i
R。76　　　　　i
　MA　　　　　　　　　　　　　＝
　RO86　　　　　　　　　　1

確鱗懲繰簸i葭
翻撫鋸雛驚
塗韓一織鰻難漿鎌

　　　　　1
　　　　　：
Ls　Ro77N　1・

　　　　　i’

　　　BKs3　i

　　　　　1，

　　　　　i

BK85

　　　SA　86
SA75b

BUE

YU76

SA83b

　　　BK80　WA
　SP　SA83a
SA　75a

VR79

SA71

灘鰹灘
滋灘鷺織i綴鑛懸灘飛

一2．0　一1．5

　　　　第5図

　一1．0　一〇．5　O．O　O．5　］．．O　1．5
拡張検索理論グループの共引用マップ（S－STRESS：0．294）

　文献を示す略号については，第5表を参照。

2．0

拡張した検索手法に関する文献からなっている。すなわ

ち，ファジィ理論検索，もしくは拡張論理型検索の文献

からなる一群である。

　Salton（SA83b，1983）とVan　Rijsbergen（VR79，

1979）は，検索理論全般を扱う教科書であり，この重み

付け検索モデルのみでなく，拡張検索理論グループ全体

の文献の多くと共引用関係がある。

　また，直接引用関係を第6A図に示した。この重み付

け検索モデルグループに含まれる文献のほとんどは，

Spark・Jones（SP，1972）を引用している。これは，語の

重み付け手法に関する文献であり，このグループで最も

基礎的な文献であると考えられる。

　また，ファジィ理論検索に関する文献は，直接的な引

用関係においても，結びつきが明確になっている。

　確率型検索とファジィ理論検索に関するレビュー論文

であるBookstein（BK　85，1985）は，（2）の確率型検索

グループの文献も多く引用している。

（2）確率型検索とレレバンスフィードパック手法

　このグループは，確率型モデルを用いた検索実験を行

った文献が中心となっている。また，確率型検索におい

て用いられるフィードバック手法についての論文も含ま

れている。Robertson（RO　76，1976）は，マップ上でこ

のグループのほぼ中央に位置しているが，これは確率型

検索の概念を提案している初期の論文で，このグループ

のほぼ全ての文献と共引用関係があり，このグループの

中心的な文献であると考えられる。

　また，直接の引用関係においても，このRobertson

（RO76，1976）は，このグループ内のほとんど全ての文

献から引用されていた。

　以上の結果から同じ適合度順出力を行う検索モデルで

あっても，ベクトル空間型，ファジィ理論検索（もしく

は拡張論理型），確率型は，それぞれ中心となる文献が異
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年

1986

1983

1982

1980

1979

1976

1975

1972

SA86

Ae

A
e

窮A75・

O

e
Q

e
O

A

SA76

A
e

XU7’6’

§A75身・

O
e
A

sp

e
O

　　　　　ma　　　　　　　　ベクトル空間型検索　●　SA83b（検索理論の教科書）

　　　　　　　　　　　　　　　　▲　VR79　（検索理論の教科書）

　　　　　麗　　　　　　　　ファジィ理論検索　　◇BK85　（確率型検索とファジィ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理論検索のレビュー）

第6A図　引用関係図（統計的手法に基づいた重み付け検索モデル）

　　　　　文献を示す略号については，第5表を参照。

1988

1987

1986

CR88 SA88

FA

　　　　　　ST
　　　　　　e　x　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，’
　　　　　　ロ　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ
　　　　　　ほ　　　　　　もも　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　十　　　　’㌦
　　　　　　F：SA86
　　　　　　　　　　　　　　　F：全文データベース

　第6B図　引用関係図（並列処理検索）

文献を示す略号については，第5表を参照。

三

l　　SO　　罪Z
：　／　／　　／
：le　－－tt－ti

l　　／
Lノ

絶タ’

F：Bし

なっており，（1）の重み付け検索モデルグループと（2）

の確率型検索のグループにおいては別個の研究動向があ

ることが明確になった。

（3）　並列処理検索

　これは，並列処理アルゴリズムを用いた高速テキスト

検索に関する文献からなるグループである。1986年以降

に公刊された比較的新しい論文のみからなっている。ま

た，論文掲載；誌はCommunications　of　the　ACMや

Comψuterなどの情報処理分野の雑誌であり，情報処理

領域での並列処理アルゴリズム研究との関連において出

現したものであると考えられる。

　直接の引用関係を第6B図に示した。　Stanfi11（ST，

1986）は，このグループ内の全ての文献から引用され，

このグループ内の文献に影響を与えた基礎的な文献であ

ると考えられる。このStanfi11（ST，1986）は，　Blair

（BL，1985）やSalton（SA86，1986）の全文データベー
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2．0

スの研究を引用している。一方，Salton（SA88，1988）

は従来の検索手法との比較を行っている。Croft（CR88，

1988）は，並列処理システムにおいて文献に確率的な順

位づけを行った研究である。このように，並列処理検索

の研究は，次第に従来の情報検索の手法と関連を持ちな

がら発展していると考えられる。

（4）　用語の処理

　このグループは，自動索引による索引語の抽出法や語

幹処理のアルゴリズムなど，自動化した検索システムで

使用する用語の処理を扱った文献からなるグループであ

る。このような語句の処理は，いずれの検索手法を実現

する際にも直面する問題であるが，検索手法の一つとし

て位置づけられるものではない。

　共引用マップ上では，並列処理検索のグループと近接

しているが，これらは直接引用関係はなく，内容面から

も別のグループと見なせるものである。

：B．ユー・一一一一ザモデル

　第7図に示すごとく，拡張ユーザモデルグループの共

引用マップでは，①探索行動の分析，②検索への影響因

子，③情報探索の包括的モデルの三つのグループが認め

られた。

　以下に，各グループ毎に，内容と文献間の直接の引用

関係から検討した結果を述べる。

（1）　探索行動の分析

　これは，情報探索行動を分析し，それを構成する要素

的な単位を整理して定義し，それらを用いて探索行動の

モデル化を試みた研究と，利用者の探索行動を考慮した

ユーザインタフェイスの研究からなるグループである。

　Bates（BA79a，1979）やFide1（FI85，1985）は，探索

式の改善や検索結果の検査など，外部から観察可能な，

探索戦略の一部となる行動のモデル化をしている。これ

らは，ユーザインタフェイスに関する文献の近くに位置

づけられている。このような探索戦略の一部として探索

一一　57　一一



情報検索分野の構造：引用調査による下位領域と発展過程の分析

者がとる行動は，検索システムのユーザインタフェイス

で実現されることが望ましい機能であり，ユーザインタ

フェイス研究の基礎として密接な関連があると考えられ

ることから，妥当な位置づけであると考えられる。

　それに対し，Bates（BA79b，1979）は，心理学的側面

から探索者が考えることに着目して探索行動をモデル化

した研究である。これは，探索者がある検索戦略をもち

いた理由に関連するものであり，検索へ影響を及ぼした

因子と関連があると考えられ，マップ上で「検索への影

響因子」グループにやや近い位置にあることは妥当であ

ると考えられる。

　また，Mattews（MT，1983）はOPACに関する調査

であり，ユーザモデルとは直接的な関係はないが，最近

のOPACのユーザインタフェイスを扱った文献から，

この「探索行動の分析」グループの他の文献と共引用さ

れることが多い。したがって，このグループは，「OPAC」

という対象となる検索シスデムの種類という要素も絡ん

で形成されており，複雑な構造になっている。

　直接的な引用関係においても，第8図のごとく，探索

戦略に関わる探索行動を扱ったBates（BA79a，1979）

は，検索式の改善法をモデル化したFidel（FI85，1985）

から引用され，OPACでの主題探索法を扱ったMarkey

（MK，1984）を通して，　Bates（BA86，1986）などのユー

ザインタフェイスの研究へ通じている。それに対し，心

理学的な側面を扱ったBates（BA79b，1979）は「検索へ

の影響因子」グループから多く引用され，「検索への影響

因子」研究に多くの影響を与えたと考えられる。

　OPACに関するMattews（MT，1983）は，　Bates

（BA86，1986）や「検索への影響因子」グルーープのBorg．

man（BO86a，1986），　Borgman（BO86b，1986）といった

OPAC検索でのユーザモデルを扱った文献から引用さ

れている。ユーザインタフェイスゐ文献の中で，Willi、

ams（WI，1984）は，このグルーープの文献と共引用関係

はあったが，直接の引用関係はなく，直接影響を与えた

関係ではない。

　以上のように，この「探索行動の分析」グループでは，

探索戦略およびユーザインタフェイス研究と，「検索への

影響因子」の研究へ向かう2つの流れが認められ，Ba－

tes（BA79a，1979）とBates（BA79b，1979）は，それぞ

れその初期の基礎となっている文献である。

（2）　検索への影響因子

　これは，オンライン検索やOPACの検索の検索過程

における検索者の行動や検索戦略，検索結果に影響を及

ぼす因子に関する文献からなるグループである。因子と

しては，経験年数の差，検索者の属性など種々ものが扱

われている。この中には，検索に影響を及ぼす因子とし

て，検索者のメンタルモデルを提示している文献からな

る「メンタルモデル」のサブグループが認められた。

　直接引用関係を見ると，第8図のごとく，「探索行動の

分析」グループのBates（BA79b，1979）を多く引用して

いる。Feniche1（FE81，1981）は多くの矢印が集まって

おり，このグループの基礎的な文献の一つであると考え

られる。このFenichelような経験年数による差など外

的な要因を扱ったものから，次第に，Fidel（FI84，1984）

など検索に影響する因子としてメンタルモデルを提示し

た研究など，内的な要因にも関心が広がってきている。

また，このグループ内の文献のほとんどは，Borgman

（BO86b，1986，図中一部○）のレビューに引用されてい

る。

（3）　情報探索の包括的モデル

　（1）と（2）は，検索質問が提示された後の具体的な検

索の過程を対象としているのに対し，このグループは，

検索質問が提示される前の状況をも含めたより広いコン

テクストで情報探索行動を捉えようとした文献から成っ

ている。

　Belkin（BE82，1982）と　Belkin（BE82a，1982）は、，

利用者の「問題状況」に着目して，利用者が情報を必要

とする状況を扱ったものである。また，Saracevicによ

る一連の情報探索行動に関する研究（SR88；SR88a；SR

88b，1988）も，利用者の「問題」を考慮：する観点に立

ち，検索質問が発せられる状況など顕在化していない利

用者の情報要求に関連することから，検索質問の構造と

分類，検索者の認知過程と判断，同一の検索質問に対す

る異なる探索法まで，情報探索行動に関わることがらを

広く扱っている。Oddy（OD，1977）は，利用者の状況を

システムが考慮するインタフェイスを持ったシステムに

関する研究である。Borg　man（BO85，1985）は，情報技

術に対する利用者の態度に関する研究であるが，情報検

索そのものではなく，情報検索をとりまくものを扱って

いることからこのグループに入っていると考えられる。

　直接引用関係を見ると，Belkin（BE82，1982）とBe1・

kin　（BE82a，1982）は，　Oddy（OD，1977）を引用して

いるが，拡張ユーザモデルグループの他の文献とほとん

ど引用関係がない。情報探索行動の諸側面を広く扱って

いる一一連のSaracevicの研究（SR88；SR88a；SR88b，

1988，SR88aは図中一部●）は，この拡張ユーザモデル
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　　　　第8図　引用関係図（拡張ユーザモデルグループ）

　　　　　文献を示す略号については，第6表を参照。

グループの文献を広く引用しており，このグループ全体

の研究成果の上に成り立っている研究であると考えられ

る。

　さらに，この拡張ユーザモデルグループ全体をみると，

「探索行動の分析」グループから始まって，探索行動とそ

れを考慮したユーザモデル研究と「検索への影響因子」

グループへと発展していく大きな二つの流れがある。こ

の「検索への影響因子」グループの中でも，外的な因子

を扱ったものからメンタルモデルなど内的な因子を扱っ

たものへと対象が広がっている。また，この流れとは別

に，個人の問題状況に焦点を当てたBelkin（BE82；

BE82a，1982）の研究から発展した流れがある。そして，

この両者の流れは，情報探索行動の諸側面を広く扱った

Saracevicの一連の研究（SR88；SR88a；SR88b，1988，

SR88aは二二一部●）へ通じ，このSaracevicの研究

がこのグループ全体の研究成果の上に成り立っているこ

とがわかる。

V．おわりに

以上のごとく，情報検索領域の主要な研究領域とその
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発展過程を分析した。その結果を総合的に判断すると，

情報検索領域は，大きく第9図のように構成されてい

る。また，発展の経緯：を見ると第10図のようになる。

　また，ここで用いた共引用マップと直接引用を用いる

方法は，一つの研究領域の構造や発展を認識する手法と

して，大きな可能性があると考えられる。

　まず，前述のごとく，共引用は文献間の類似性を示す

尺度として妥当性がすでに示されている7）。そして，こ

のような共引用を用いたマッピングによって類似性が認

められた文献心内で，文献間の直接的な引用関係を見る

ことによって，共引用分析では明らかにならなかった研

究領域の経時的な変化を見ることができる。また，主題

の類似性が認められた文献間での直接的な引用関係は，

その共通する主題に関わる部分での影響関係が表れるこ

とが期待される。したがって，共引用マッピングによっ

て認定された下位領域を構成する文献二二の直接的な引

用関係を分析することによって，各下位領域の中心的な

文献や大きな影響を与えた文献を明らかにし，研究の発

展過程を示すことが可能であると考えられる。

　経時的な変化を示す方法としては，複数時点で作成し

た共引用マップの比較10）や引用文脈分析11－12）がある。こ

れらの方法はそれぞれ利点があるが，今回用いた共引用

マップと直接引用関係の分析という方法は，これらに比

べて作業的な負担が少ないという利点もある。ただし，

直接引用図において，文献の配置のしかたに決定的な方

法がないことは一つの弱点といえるであろう。

　また，今回は，共引用マッピングを二段階で行なった。

すなわち，一回目の共引用マッピングは，被引用回数に

下限を設定して対象文献を選定した。そのマッピングに

よって示された文献のグループ毎に再度共引用マッピン

グを行なった。その際，分析に充分な文献数を得るため

に，各グループ内の文献と類似性が強いと考えられる文

献を，一定の共引用強度を下限として抽出し，新たな対

象文献群とした。

　その結果，一回目も二回目の分析でも，各領域毎に中

心となる文献は，検索理論ではSparck・Jones（SP，

1972）とRobertson（RO76，1976），ユーザモデルでは

（BA79b，1979）とFenichel（FE81，1981）というように

同一のものであり，基本的な文献間の構造はほとんど変

化がなかった。

　また，二回目の分析では，特定の下位領域内の類似性

が認められた文献だけを対象として，文献数を増加させ

て分析を行なったことによって以下のような効果がみら

れた。すなわち，

①一回目の分析では，直接引用でしか確認できなかっ

　　た下位領域が，共引用マヅプで確認できる。

②一回目の分析では，直接引用でも明確に確認できな

　　かった微かな動きが，共引用マヅプで確認できる。

③一回目の分析では，直接引用でも分けることができ

　　なかった下位領域が共引用マップで確認できる。

　拡張検索理論グループに対する二回目の共引用マップ

上で，確率型検索とベクトル空間型検索が分離されたこ

とは①の例であり，並列処理検索やファジィ理論検索が

認められたことは②の例である。また，ユーザモデル領

域は③の例である。この様に，分析対象文献を拡張して

共引用分析を行なったことによって，さらに詳しい分析

が可能になった。

　しかし，繰り返し対象文献を拡張するには，対象文献

を選定する共引用強度の下限をさらに引き下げることに

なる。共引用強度が低下すると文献間の類似性を表す力

が弱くなるという報告もあり13），拡張された文献宮内で

の類似性を保つには，自ずと拡張できる回数には限界が

あり，何段階も繰り返し拡張することはできない。

　この複数段階で共引用マヅプを作成する手法と直接引

用関係の分析を組み合わせる方法は，研究領域の構造を

分析する有望な方法の一つであると考えられるが，より

精緻化するために，さらに詳細な検討を重ねることが必

要である。

　この調査にあたってご助言を頂いた慶鷹義塾大学文学
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